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12月定例会
　令和 5 年第４回定例会は 12 月 7 日に
開会し 15 日に閉会しました。

【議案】
・補正予算（5 件）・条例改正（6 件）
・指定管理者の指定（6 件）・その他（3 件）

補　正　予　算

令和 5 年度一般会計補正予算（第 7 号）
　10 億 6,000 万円を追加し、総額 170 億 3,700 万円としました。主な内容は次のとおりです。

令和 5 年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　1,013 万 1 千円を追加し、総額 26 億 1,084 万 4 千円としました。

7月3日の豪雨災害の被災状況
（町道井無田川口線）

整備中の人工芝サッカー場

公共施設整備基金費
・旧国民宿舎通潤山荘の売払収入を有効活用するために基金化するもの 1 億 6,630 万円

公共交通費
・コミュニティバス廃止に伴うデマンドタクシー導入に係る業務委託料
・令和 6 年 4 月運行開始に向けた予約受付のための 1 ヶ月分のシステ

ム利用料

132 万 6 千円

92 万 8 千円

物価高騰重点支援給付金事業
・非課税世帯に対する 7 万円給付に係る給付金（2,800 世帯の見込み）　　　　1 億 9,600 万円

食料安定生産体制継続緊急支援事業補助金
・種子農家に対する生産体制の維持・強化を目的とした機械導入に対す

る支援 930 万 9 千円

観光施設修繕料
・そよ風パークの自動火災報知設備修繕と清和物産館のトイレ修繕　 183 万 5 千円

山の都移住定住支援事業補助金（住宅改修）
・申請増加に対する追加予算（対象経費の 4/5 以内。上限 100 万円。

4 件分） 400 万円

中央グラウンド周辺整備事業
・サッカー場整備（人工芝）工事費　　　 1 億 9,000 万円

災
害
復
旧
事
業

河川等災害関連事業費
・五老ケ滝川災害関連河川改修　　 4,070 万円

現年度公共土木施設災害復旧費
・7 月豪雨災害復旧工事と追加の測量設計委託料　 ４億 2,500 万円

社会教育施設災害復旧費
・小峰グラウンド災害復旧工事　 1,850 万円
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（
坂
本
議
員
）　
通
潤
山
荘
の
売

り
払
い
収
入
を
公
共
施
設
整
備
基

金
積
み
立
て
に
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

（
総
務
課
長
）　
町
と
し
て
公
共

施
設
整
備
に
有
効
活
用
し
た
い
と

考
え
た
た
め
。

（
坂
本
議
員
）　
通
潤
山
荘
の
売

買
契
約
の
中
に
十
年
間
の
買
戻
特

約
（
※
１
）
が
あ
る
の
で
、
こ
の
収

入
は
そ
の
対
策
に
残
し
て
お
い
た

方
が
良
い
の
で
は
。

（
総
務
課
長
）　
万
一
そ
の
事
例
が

発
生
し
た
ら
、補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

（
藤
川
議
員
）　
四
月
か
ら
の
デ

マ
ン
ド
交
通
開
始
で
、
高
森
高
校

に
通
う
生
徒
の
便
が
な
く
な
る
が
。

（
町
長
）　
該
当
の
生
徒
数
を
把

握
し
て
協
議
し
た
い
。

（
眞
原
議
員
）
町
が
仲
介
す
る
空

き
家
の
賃
貸
借
契
約
は
貸
主
と
借

主
の
直
接
契
約
だ
が
、
ト
ラ
ブ
ル

も
あ
る
と
聞
く
。
ト
ラ
ブ
ル
解
消

の
た
め
の
手
立
て
や
サ
ブ
リ
ー
ス

（
※
２
）
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）　
空
き
家

対
策
協
議
会
の
中
で
、
賃
貸
借
契
約
や

サ
ブ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。
外
国
の
方
の
受
け
入
れ
や
連
帯
保

証
人
等
に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
る
。

（
工
藤
議
員
）　
町
有
地
四
町
四
反
の

売
却
に
よ
る
２
９
５
万
３
千
円
の
財
産

収
入
が
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

（
総
務
課
長
）　
他
の
取
引
と
一
緒

に
、
最
終
的
な
実
績
の
な
か
で
収
入
財

産
と
し
て
計
上
す
る
。

（
工
藤
議
員
）　
随
意
契
約
で
売
却
し

て
い
る
が
、
一
般
公
募
を
す
る
の
が
公

正
公
平
な
や
り
方
で
は
。

（
総
務
課
長
）　
令
和
四
年
十
月
に
随

意
契
約
で
き
る
規
則
を
設
け
た
。
今
回

の
処
置
は
、
随
意
契
約
の
方
が
町
の
土

地
を
有
効
に
速
や
か
に
活
用
で
き
る
と

判
断
し
た
た
め
。
今
後
、
見
直
し
を
し

な
が
ら
適
正
な
運
用
を
目
指
し
て
い
く
。

一般会計補正予算質疑

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
応
答

※１　払戻特約

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

矢
部
高
校
の
魅
力
化
に
向
け
て
町

が
で
き
る
こ
と
は

矢
部
中
学
校
は
矢
部
高
校
と
近

い
距
離
に
あ
る
。
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
を
目
指
し
て
み
る
の
は
ど
う

か
。
例
え
ば
矢
部
高
校
に
矢
部
中
学

校
の
給
食
制
度
を
組
み
込
む
な
ど
、

面
白
い
取
り
組
み
が
で
き
る
と
思

う
が
。

（
教
育
長
）
山
都
町
は
広
範
囲
に

三
つ
の
中
学
校
が
点
在
し
、
ま
た
各

中
学
校
の
卒
業
生
の
進
路
も
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
矢
部
高
校
と

の
一
環
教
育
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
は
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。

（
学
校
教
育
課
長
）　
給
食
の
連

携
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う

が
、
義
務
教
育
を
前
提
と
し
た
学
校

教
育
法
に
基
づ
く
給
食
を
義
務
教

育
以
外
に
提
供
が
で
き
る
の
か
、
関

係
法
令
と
の
整
合
性
、
様
々
な
体
制

の
整
備
な
ど
の
課
題
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
県
教
育
委

員
会
や
矢
部
高
校
に
問
い
合
わ
せ

て
取
り
組
み
の
可
能
性
を
確
認
し

た
い
。

矢
部
高
校
を
巻
き
込
ん
だ
産
学

官
連
携
は
で
き
な
い
か
。
社
会
の
課

題
に
大
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
む
と
い
う
や
り
が
い
が
生
じ
、

高
い
学
び
が
期
待
で
き
る
の
で
は
。

（
町
長
）
以
前
、
猪
鹿
鳥
（
い
の

し
か
ち
ょ
う
）
カ
レ
ー
を
開
発
さ
れ

た
り
し
て
い
た
が
、
鳥
獣
被
害
に
悩

む
我
が
町
と
し
て
は
そ
う
し
た
取

り
組
み
の
推
進
を
期
待
す
る
。
現
在

で
は
、
社
協
と
連
携
し
た
認
知
症
予

防
パ
ズ
ル
の
開
発
や
、
ミ
ツ
バ
チ
の

研
究
も
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

を
町
の
産
業
界
が
取
り
込
め
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税の返礼品にもなっている
「通潤パズル」

一　般　質　問

全質問の動画は
こちらです

※１ 買戻特約
不動産の売買契約に付加する特約。
一定の期間、売主が代金額および契
約の費用を買主に返還することに
よって売買契約を解除し、目的物を
取り戻すことができる。旧通潤山荘
の売買契約では 10 年間の設定。

※２ サブリース
一括借り上げ家賃保証制度のこと。
ここでは、町が空家の家主から一
括で借り上げ、入居者に転貸する
仕組みを指す。家主は入居者の有無
に関わらず一定の家賃が保証され、
入退去に関する手続きや家賃の集
金業務からも開放される。
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【二元代表制】

執行機関 チェック
アンド
バランス

選挙 選挙

首　長

住　　　　民

議決機関
議　会
議　員

令
和
六
年
三
月
に
総
合
体
育
館
パ

ス
レ
ル
が
完
成
予
定
だ
が
、
落
成
後

の
イ
ベ
ン
ト
計
画
は
あ
る
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）　

検
討
委
員
会
か
ら

各
競
技
の
代
表
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計

画
し
て
も
ら
う
よ
う
打
診
し
て
あ
る
。
こ

け
ら
落
と
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
が
、
郡
内
中
学
校
の
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
集
め
て
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
の
開
催
と
、
社
会
人
女
子
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
と
強
豪
女
子
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
と
の
親
善
試
合
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
町
民
体
育
祭
は
中
止
さ

れ
て
い
る
が
、
町
民
が
一
堂
に
集
う

機
会
と
し
て
は
、
町
民
体
育
祭
が
唯

一
の
行
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。
選

手
を
集
め
や
す
く
す
る
た
め
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
、
ど
う
に
か

し
て
再
開
で
き
な
い
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）　

町
民
体
育
祭

に
そ
う
し
た
側
面
が
あ
る
の
は
承
知
し

て
い
る
が
、
高
い
競
技
性
の
も
と
大
会

が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
頃
と
比
べ
、
近

年
は
高
齢
化
・
少
子
化
で
選
手
集
め
が

難
し
い
現
状
が
あ
る
。
今
後
の
町
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
支

部
体
協
長
と
協
議
の
場
を
持
ち
た
い
。

上
益
城
五
町
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
の
建
設
計
画
が
あ
る

が
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
評
価
後
、

地
域
理
解
を
得
た
場
合
、
着
工
・
稼

働
は
何
年
後
か
。

（
環
境
水
道
課
長
）　

環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
方
法
書
に
お
け
る
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
本
事
業
計
画
が
適
切

と
判
断
さ
れ
、
環
境
保
全
協
定
及
び
立

地
協
定
が
締
結
さ
れ
た
場
合
、
最
短
で

令
和
九
年
度
か
ら
着
工
し
稼
働
は
令
和

十
一
年
度
中
と
な
っ
て
い
る
。

飯
はんがい

開　政
まさとし

俊 議員

ス
ポ
ー
ツ
の
高
揚
感
や
連
帯
意
識

の
醸
成
は
町
を
動
か
す
力
に
繋
が

る
。
町
民
体
育
祭
の
再
開
を

町
の
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い

る
。
対
策
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
聞
く

令和元年度町民体育祭
選手宣誓の様子

　「二元代表制」とは、首
長と議会議員をともに
住民が直接選挙で選ぶ制
度のことです。

坂
さかもと

本　 幸
こうせい

誠 議員

人
口
減
対
策
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
は
。

（
町
長
）　

最
も
深
刻
な
問
題
は
保

育
園
、
小
中
学
校
の
生
徒
の
減
少
だ
と

考
え
る
。
移
住
希
望
者
は
、
特
に
有
機

農
業
を
目
指
す
人
が
多
い
が
、
今
、
一

番
の
問
題
は
住
宅
の
供
給
状
況
。今
後
、

若
者
を
中
心
に
多
く
の
方
々
が
山
都
町

に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
住
宅
の
整

備
が
欠
か
せ
な
い
。
空
家
は
た
く
さ
ん

あ
る
が
、
十
分
な
活
用
に
至
っ
て
い
な

い
。
人
の
集
ま
り
が
更
に
人
を
呼
ぶ
好

循
環
を
実
現
し
た
い
。
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
、
山
都
町
の
魅
力
を
我
々
が
発
信

し
て
、
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
く

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

二
元
代
表
制
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

（
町
長
）　

町
長
と
議
員
が
町
民
の

代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
議

員
も
地
域
の
問
題
等
を
日
々
の
議
員
活

動
の
中
で
吸
い
上
げ
、
議
会
の
中
で
協

議
が
で
き
る
。
町
民
の
幸
福
を
最
大
限

に
す
る
た
め
の
施
策
を
練
り
出
し
て

い
け
る
の
が
二
元
代
表
制
の
効
能
だ
と

思
っ
て
い
る
。

一　般　質　問

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです
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藤
ふじわら

原　秀
ひでゆき

幸 議員

後
ご と う

藤　壽
としひろ

廣 議員

豪
雨
災
害
の
復
旧
と
農
業
振
興
の
更

な
る
方
策
を
問
う

上
益
城
消
防
組
合

山
都
消
防
署
建
設
計
画
と
蘇
陽
出

張
所
に
つ
い
て

農
災
で
は
、
復
旧
工
事
の
設
計

費
が
農
家
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
ど
う
に
か
し
て
支
援
で
き
な

い
か
。

（
農
林
振
興
課
長
）
査
定
設
計
委
託

料
の
負
担
金
は
、
山
都
町
建
設
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
に
基
づ
き
徴
収
し

て
い
る
。
激
甚
指
定
で
な
い
場
合
は

査
定
決
定
額
の
１
０
０
分
の
５
だ
が
、

今
回
は
激
甚
指
定
を
受
け
た
の
で
、

査
定
決
定
額
の
１
０
０
分
の
２
と
な

る
。
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
が
、
今
回
は
減
免
を
し
な

い
こ
と
と
な
っ
た
。

（
町
長
）
山
都
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
が
今
こ
の
よ
う
に
疲
弊
し
、
特

に
農
地
の
売
買
等
は
厳
し
い
状
況
下
に

あ
る
。
今
の
条
例
で
は
即
答
で
き
な
い

が
、
条
例
の
正
当
性
・
整
合
性
を
精
査

し
て
、
再
度
返
答
し
た
い
。

農
業
ハ
ウ
ス
資
材
が
高
騰
し
て
い

る
が
、
導
入
に
対
す
る
補
助
の
上
乗

せ
は
で
き
な
い
か
。

（
農
林
振
興
課
長
）　

現
時
点
で
は

補
助
金
の
増
額
は
な
い
が
、
よ
り
有
効

な
補
助
事
業
の
活
用
案
内
等
は
し
て
い

る
。
国
・
県
か
ら
の
新
た
な
支
援
策
が

示
さ
れ
れ
ば
、
速
や
か
に
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

清
和
地
区
北
部
か
ら
蘇
陽
地
区
に

か
け
て
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
設
置
の
可
能
性
は
。

（
農
林
振
興
課
長
）
今
後
、
地
区
か

ら
の
ま
と
ま
っ
た
要
望
が
あ
れ
ば
、
国

県
事
業
等
を
精
査
し
、
前
向
き
に
考
え

て
い
き
た
い
。

こ
こ
近
年
は
町
の
中
心
市
街
地

近
辺
に
事
業
が
集
中
し
、
多
額
の
予

算
が
使
わ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域
の

町
民
が
抱
く
疎
外
感
を
取
り
除
く
に

は
、
町
の
一
体
感
を
図
る
事
業
編
成

が
必
要
だ
と
思
う
。
今
回
の
質
問
で

は
執
行
部
答
弁
の
た
め
の
時
間
が
な

く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
今

後
の
そ
う
し
た

取
り
組
み
を
期

待
す
る
。

山
都
消
防
署
建
設
計
画
と
蘇
陽
出

張
所
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

上
益
城
消
防
組
合
が
方
針
を
出
し
て

い
る
が
、
経
過
と
内
容
は
。

（
総
務
課
長
）
令
和
四
年
七
月
に
、

学
識
経
験
者
や
議
会
・
地
元
代
表
者
で

構
成
さ
れ
た
建
設
検
討
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
四
回
の
検
討
を
重
ね
て
、
令
和

四
年
十
月
に
管
理
者
に
報
告
書
が
提
出

さ
れ
た
。
報
告
書
の
概
要
は
、（
一
）

山
都
消
防
署
は
蘇
陽
出
張
所
を
統
合
し

た
際
の
規
模
と
面
積
を
確
保
。（
二
）

山
都
町
の
ほ
ぼ
中
心
と
な
る
位
置
と
す

る
。（
三
）
蘇
陽
出
張
所
は
、
当
面
の

間
存
続
さ
せ
今
後
五
年
を
目
途
と
し

て
統
合
に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
る
。

（
四
）
人
員
不
足
が
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
消
防
組
合
全
体
の
職
員
増
員

を
進
め
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

（
副
町
長
）　

方
針
が
決
定
さ
れ
る

前
と
そ
の
後
に
町
民
の
皆
様
方
に
丁
寧

に
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
た
。

い
か
に
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
か
の

方
策
を
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
し
っ

か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
取
り

組
み
の
実
績
・
成
果
と
、
今
後
の
方

向
性
・
展
開
は
。

（
山
の
都
創
造
課
長
）　

有
機
農
業

を
核
と
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
２
０
３
０
年
基
本
目

標
を
掲
げ
、
普
及
啓
発
活
動
や
巡
回
説

明
会
を
開
催
し
、
食
育
事
業
や
生
ご
み

の
堆
肥
化
、
イ
ベ
ン
ト
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
を
開
催
。

ホ
テ
ル
日
航
熊
本
や
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
ト
ヨ
タ
熊
本
な
ど
の
民
間
企
業
と
の

連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

一　般　質　問

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです

※令和 6 年 1 月 29 日の住民説明
会では、蘇陽出張所を当面の
間存続させ、存廃について５
年毎に協議すると、上益城消
防組合から説明されました。
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避
難
に
支
援
が
必
要
な
人
に
つ
い

て
事
前
登
録
を
し
、
タ
ク
シ
ー
等
で

明
る
い
う
ち
に
避
難
所
へ
送
迎
す
る

と
い
う
仕
組
み
の
検
討
結
果
は
。

（
総
務
課
長
）　

要
支
援
者
の
名
簿

を
福
祉
課
で
整
備
し
た
。
発
災
時
に
消

防
団
と
も
共
有
し
、
避
難
に
支
援
を
要

す
る
人
の
避
難
所
誘
導
を
行
な
っ
て
い

く
。
消
防
団
は
日
頃
の
活
動
か
ら
、
要

支
援
者
の
把
握
も
ほ
ぼ
で
き
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
は
、
雨
風
が

凌
げ
る
と
こ
ろ
で
一
緒
に
避
難
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
状
は
。

（
総
務
課
長
）　

衛
生
面
や
管
理
場

所
の
雨
風
対
策
、
管
理
責
任
問
題
等
が

あ
り
、
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で
き
る

避
難
所
の
指
定
は
ま
だ
困
難
な
状
況
。

現
在
は
、
千
寿
苑
・
清
和
支
所
・
蘇
陽

支
所
に
て
、
屋
根
の
あ
る
場
所
や
ペ
ッ

国
宝
指
定
と
な
っ
た
通
潤
橋
へ
の

観
光
客
は
増
加
し
た
と
思
う
が
、
急
な

こ
と
で
今
期
の
対
応
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
魅

力
あ
る
周
辺
整
備
を
し
、
歩
く
コ
ー
ス

の
整
備
や
史
料
館
の
改
修
な
ど
総
合

的
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
工
夫
が
必

要
で
は
な
い
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）　

周
辺
整
備
に

つ
い
て
は
令
和
六
年
、
七
年
に
事
業
化

し
て
い
く
。
す
で
に
岩
尾
城
周
辺
の
雑

木
の
整
理
を
し
て
い
る
。
通
潤
橋
周
辺

は
県
立
自
然
公
園
で
あ
る
の
で
、
県
と

も
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。

橋
上
の
観
覧
料
の
収
支
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
そ
の
う
ち
の
町
内

利
用
者
数
は
。

（
生
涯
学
習
課
長
）　

収
入
は
７
９
６
万

円
。
支
出
は
警
備
委
託
料
５
１
４
万

ト
同
伴
者
の
自
家
用
車
内
で
、ケ
ー
ジ
・

餌
等
の
持
参
と
リ
ー
ド
で
繋
ぐ
事
を
条

件
と
し
、
一
般
避
難
者
と
分
け
て
受
け

入
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
課
題
と
捉

え
て
お
り
、
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

以
前
か
ら
、
各
地
域
に
防
災
備
蓄

倉
庫
が
必
要
と
言
っ
て
き
た
。
自
治

振
興
区
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
備
蓄

倉
庫
設
置
の
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

（
総
務
課
長
）　

町
の
備
蓄
は
、
旧

御
岳
小
と
各
支
所
、
千
寿
苑
に
置
い
て

い
る
。
孤
立
が
心
配
さ
れ
る
九
地
区
に

は
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
設

置
費
用
の
二
分
の
一
、
上
限
十
万
円
を

町
が
補
助
す
る
自
主
防
災
組
織
支
援
整

備
事
業
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
が
五
地
区

あ
り
、
来
年
度
も
実
施
す
る
。
自
治
振

興
区
独
自
事
業
も
活
用
で
き
る
。
中
の

備
蓄
品
は
で
き
る
だ
け
町
で
準
備
し
た

い
が
、
倉
庫
の
数
が
増
え
て
き
た
場
合

は
検
討
が
必
要
。

円
、
収
納
委
託
料
１
７
０
万
円
で
、
約

１
１
２
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
。
町
内

向
け
に
は
２
６
２
枚
の
販
売
が
あ
っ
た
。

町
が
維
持
管
理
し
て
い
る
通
潤
橋

を
渡
る
の
に
、
町
民
か
ら
の
料
金
徴

収
は
必
要
な
の
か
。
条
例
改
正
も
必

要
に
は
な
る
が
、
町
民
パ
ス
の
よ
う

な
も
の
を
発
行
し
て
は
ど
う
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）　

町
民
は
無
料

に
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
場
合
、
橋
上
に
上
が
る
人

へ
の
安
全
対
策
を
第
一
に
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
費
用
に
関
す
る
負
担

は
妥
当
で
あ
ろ
う
と
な
っ
た
。

多
様
な
側
面
を
持
つ
通
潤
橋
だ
。

関
係
各
団
体
と
の
課
題
共
有
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
場
の
創

出
は
出
来
な
い
の
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
、
観
光
協
会
、
通
潤
用
水
管

理
組
合
、
通
潤
橋
保
存
活
用
委
員
会
な

ど
複
数
の
団
体
が
あ
る
が
、
一
堂
に
会

し
て
話
す
場
は
な
い
。今
後
検
討
す
る
。

西
にし

田
だ

　 由
ゆ

未
み

子
こ

 議員

吉
よしかわ

川　 美
み

加
か

 議員

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
。
避
難
策
や
備
蓄
倉
庫
の
設
置
な

ど
の
備
え
が
急
務
で
は
な
い
か

通
潤
橋
の
今
期
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
来
期
へ
の
対
応
を
う
か
が
う

一　般　質　問

全質問の動画は
こちらです

全質問の動画は
こちらです
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指定管理者指定

　今定例会において、年度末で指定管理期間が満了となる下記の施設について、管理者の指定
を決定しました。
　施設の指定期間は、令和 6年 4月 1日から令和 11年 3月 31日までとなります。

施設の名称 指定管理者 令和 6 年度～
指定管理料

これまでの
指定管理料

清和文楽館
一般財団法人

清和文楽の里協会
2,337 万円 1,940 万円

清和物産館
一般財団法人

清和文楽の里協会
指定管理料なし 指定管理料なし

清和高原天文台
一般財団法人

清和文楽の里協会
533 万 1 千円 646 万 7 千円

猿ヶ城キャンプ村
猿ヶ城キャンプ村

管理組合
336 万 4 千円 345 万 2 千円

服掛松キャンプ場
株式会社歌瀬

アウトドアライフ
　143 万円 369 万 7 千円

山都町運動公園
パブリック・シンコー
スポーツ共同企業体

4,686 万円
　（指定期間

R6.4.1～R9.3.31の3年間）
ー

指定管理者の指定

大型望遠鏡を利用して月面や土星の輪
を観察することができます

キャンプ場予約サイトで、熊本のおす
すめキャンプ場ランキング１位の人気
になっています

ボルダリングウォールの
あるロビー空間

現在外構工事中の正面入り口

清和高原天文台

服掛松キャンプ場

多目的芝生広場（グラウンドゴルフ場）

山都町総合体育館パスレル

天井を支える木
製トラスが美し
いアリーナは、
片面に引き出し
式の客席があり
ます

グラウンドゴルフ
のコースが３面取
れる天然芝の広大
な広場
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条　例　改　正

山都町国民健康保険条例の一部改正

山都町町営住宅条例の一部改正

産前産後期間における保険税の減額措置に伴い改正するもの

産前産後期間相当分（４ヶ月分）の
国民健康保険税が免除されます！

■ 対象となる方・受付期間
● 出産予定日の 6 ヶ月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。
● 令和 5 年 11 月 1 日以降に出産予定の国民健康保険被保険者の方が対象です。
妊娠85日（４ヶ月）以上の出産が対象です（死産、流産、早産及び人工妊娠中絶の場合も含みます）。

■ 国民健康保険税の免除方法
● その年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、出産予定月（又は出産月）の前

月から出産予定月（又は出産月）の翌々月（以下「産前産後期間」といいます。）相当
分が減額されます 。

国民健康保険税の免除方法
 その年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、出産予定月（又は出産月）の前
月から出産予定月（又は出産月）の翌々月（以下「産前産後期間」といいます。）相
当分が減額されます。

･･･対象期間

対象となる方・受付期間
 出産予定日の６ヶ月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。
 令和５年11月１日以降に出産予定の国民健康保険被保険者の方が対象です。

妊娠85日（４ヶ月）以上の出産が対象です（死産、流産、早産及び人工妊娠中絶の場合も含みます）。

保険税が減額された場合、払いすぎになった保険税は還付されます。

3ヶ月前 2ヶ月前 1ヶ月前 1ヶ月後 2ヶ月後 3ヶ月後
単胎の方 出産予定月

多胎の方 出産予定月

※産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保険税が年額から減額されます。産前産後期間の保険税が０に
なるとは限りません。

※多胎妊娠の場合は出産予定月（又は出産月）の３ヶ月前から６ヶ月相当分が減額されます。

 令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ、保険税
が減額されます。

令和５年８月 ９月 10月 12月 令和６年１月 ２月
出産予定月
11月

※令和５年11月に出産した場合、令和６年１月相当分の保険税が減額されます。令和６年１月より前の期間につい
ては減額の対象とはなりません。

産 前 産 後 期 間 相 当 分 （ ４ ヶ 月 分 ） の
国 民 健 康 保 険 税 が 免 除 さ れ ま す ！

条例改正
山都町国民健康保険条例の一部改正
産前産後期間における保険税の減額措置に伴い改正するもの

山都町町営住宅条例の一部改正
保護命令制度の拡充・保護命令違反の厳罰化に伴い改正するもの
（主な概要・内容）

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部が改正され、「保護
命令制度」の拡充が行われることにより、これまでの法の条文では使用されなかった「接
近禁止命令」等の用語が法において定められた。これにより、保護命令に係る規定が、接
近禁止命令等と退去等命令に分けられ、接近禁止命令等の対象とする発令要件の拡大、
加害者の禁止行為等の追加などが拡充された。

P8

多胎の方

単胎の方

3ヶ月前 2ヶ月前 1ヶ月前 1ヶ月後 2ヶ月後 3ヶ月後

出産予定月

令和5年 8月 令和 6年 1月9月 2月10月 11月 12月

出産予定月

出産予定月

※産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保険税が年額から減額されます。産前産後期間の保険税が０になるとは
限りません。
※多胎妊娠の場合は出産予定月（又は出産月）の３ヶ月前から６ヶ月相当分が減額されます。

● 令和 5 年度においては、産前産後期間のうち令和 6 年 1 月以降の期間の分だけ、保険税
が減額されます。

国民健康保険税の免除方法
 その年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、出産予定月（又は出産月）の前
月から出産予定月（又は出産月）の翌々月（以下「産前産後期間」といいます。）相
当分が減額されます。

･･･対象期間

対象となる方・受付期間
 出産予定日の６ヶ月前から届出ができます。出産後の届出も可能です。
 令和５年11月１日以降に出産予定の国民健康保険被保険者の方が対象です。

妊娠85日（４ヶ月）以上の出産が対象です（死産、流産、早産及び人工妊娠中絶の場合も含みます）。

保険税が減額された場合、払いすぎになった保険税は還付されます。

3ヶ月前 2ヶ月前 1ヶ月前 1ヶ月後 2ヶ月後 3ヶ月後
単胎の方 出産予定月

多胎の方 出産予定月

※産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保険税が年額から減額されます。産前産後期間の保険税が０に
なるとは限りません。

※多胎妊娠の場合は出産予定月（又は出産月）の３ヶ月前から６ヶ月相当分が減額されます。

 令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１月以降の期間の分だけ、保険税
が減額されます。

令和５年８月 ９月 10月 12月 令和６年１月 ２月
出産予定月
11月

※令和５年11月に出産した場合、令和６年１月相当分の保険税が減額されます。令和６年１月より前の期間につい
ては減額の対象とはなりません。

産 前 産 後 期 間 相 当 分 （ ４ ヶ 月 分 ） の
国 民 健 康 保 険 税 が 免 除 さ れ ま す ！

条例改正
山都町国民健康保険条例の一部改正
産前産後期間における保険税の減額措置に伴い改正するもの

山都町町営住宅条例の一部改正
保護命令制度の拡充・保護命令違反の厳罰化に伴い改正するもの
（主な概要・内容）

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部が改正され、「保護
命令制度」の拡充が行われることにより、これまでの法の条文では使用されなかった「接
近禁止命令」等の用語が法において定められた。これにより、保護命令に係る規定が、接
近禁止命令等と退去等命令に分けられ、接近禁止命令等の対象とする発令要件の拡大、
加害者の禁止行為等の追加などが拡充された。
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条　例　改　正

山都町運動公園の設置及び管理に関する条例の一部改正

　総合体育館「パスレル」の令和６年度供用開始に伴い、管理に関する利用料を新たに追加
しました。

区　　分 単　　位 使用区分
使用料（税込み）
（照明含む）

　アリーナ

全　面
一　　　般 1,000 円／時間

高校生以下 500 円／時間

半面
バスケット
（バレー）

一　　　般
700 円／時間

（500 円／時間）

高校生以下
400 円／時間

（250 円／時間）

１/ ８面
一　　　般 150 円／時間

高校生以下 100 円／時間

目的外使用（非営利）
営利又は宣伝を目的としない催し物 2,000 円／時間

そ　の　他 3,000 円／時間

目的外使用（営　利）
社会教育団体、学生等が行う催し物 5,000 円／時間

そ　の　他 10,000 円／時間

　武道場兼多目的室
団体使用

全　面 500 円／時間

１　面 250 円／時間

個人使用
（２名まで）

１　面 １名　100 円／時間

目的外使用（非営利）
営利又は宣伝を目的としない催し物 1,000 円／時間

そ　の　他 1,300 円／時間

目的外使用（営　利）
社会教育団体、学生等が行う催し物 2,000 円／時間

そ　の　他 4,000 円／時間

　会議室（１・２） １　部　屋 250 円／時間

　トレーニング室
一　　　般 200 円／ 2 時間

高校生以下 100 円／ 2 時間

※使用料は１時間あたりの金額とする。( トレーニング室のみ 2 時間 )
※１時間未満は１時間とみなす。
※冷暖房料は、いずれも１時間あたり、アリーナ全面 3,000 円、武道

場兼多目的室全面 1,000 円、会議室 (1・2)100 円、トレーニング室
は使用料に含まれている。
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憲
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図
る
こ
と
。

諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
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意
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◯
小
屋
迫 
厚
文
（
二
瀬
本
）

経済建設常任委員会の委員長・副委員長が代わりました
　矢仁田秀典議員から経済建設常任委員会委員長の辞任申し出を受け、同委員会内で協議
し、辞任を許可しました。新しい委員長・副委員長は次のとおりです。（R6.1.13 付）

新委員長　眞原 誠（まはら　まこと）　　新副委員長　東 澔昭（ひがし　ひろあき）

　第 18 回山都町写真コンテスト　インスタグラム部門　通潤橋賞受賞　　　　　　

　撮影者：津
つまがり

曲　尚
たかふみ

史さん（熊本県人吉市在住）　45 歳　　　場　所：越早滝（えっさだき）　
（本人コメント）令和 4年 11 月上旬、友人と共に紅葉狩りも兼ねて撮影に行きました。撮影機材をか
かえ、徒歩 2時間ほどかけて緑川を遡りました。念願の滝を前に、その迫力に感動しました。九州内
でもトップレベルの美しさではないかと思います。ただ、とても危険な場所なので、安易に近づかず、
行かれる場合は、くれぐれも装備を整えて行かれることをおすすめします。


